





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































27  注 6 参照。
28  この一行がさらに含む意図についても，後藤敏文「資料 ヴェーダ文献に見られるプルーラヴァス王と天女ウルヴァシー
の物語」（『愛の神話学』篠田知和基編，名古屋（楽瑯書院）2011, pp. 481-525）p. 493f. 参照。
29  Marija Gimbutas，The civilization of  the goddess. The world of Old Europe. San Francisco 1991,  362,  371,  374: 
Moldavia にあるSuvorovo の墳墓 （紀元前4400-4300 頃）とBudapest 郊外のBudakalász （紀元前3000 頃）の墓を挙げる: 
“A woman, presumably his widow, was apparently put to death at this time（すなわち，族長の埋葬時）and laid to 
rest beside her dead lord”.
30  主題全体についてさらに，後藤敏文「インド・ヨーロッパ語族 -概観と人類史理解に向けての課題点検-」『ミニシンポ
ジウム ユーラシア言語史の現在2004.  7 . 3-4 報告書』上，総合地球環境学研究所 Project 4-3FS（リーダー 木下鉄矢）
2004, pp.31-74；2011年10月に総合地球環境学研究所（京都）で催されたシンポジウムBeyond Collapse: Transformation 
of human-environmental relationships, past, present and futureへの寄稿 （編集中）；「アーリヤ諸部族の侵入と南アジ
アの基層世界」『インダス 南インドの基層を探る』長田俊樹編集，京都大学出版会2013, pp. 295-316を参照されたい。
